
湯諺獲漸聾霊
鋤顔鰭蹴酌繭瀧麹蝋ん臨」，．

　　総の繍 広報

萄

発行欝■平成8年沁月欝臼　纒集・発行／松之癖跡役場総務譲

〒942一一M　新潟察東頸械郷松之出購大字松之L娘2捻一2　TEL暮2556一§一3i3i　FAX　O2559－6－35蔦

馨欝、

羅
総
穫
欝
、
醤
　
．
、
．
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
ギ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

携
織
灘
野
　
難
鰯
灘
潮
饗
灘
鱗
，
・
、
麟
麟

．
　
織
撫
麟
．
　
鐡
鰻
鐵
魏

灘
、
願
螂
　
・
　
、
、
國
、
賄
’
、
、
難
嚇
蹴
鰭

鷲
・
．
灘
、
…
、
、
，
劉
簿
瀬
講
轍
騰
灘

驚翻，

、
㎎
囎
撚
聾
、
．
　
、
騨
翻
灘
畿
・

　　
　
．
．
灘
懸
鰯
韓
灘
難
灘
騨
藍

今月号の主な内容

1◎灘，、、

町づくりに使われたお金（平成7年度決算〉…2

9月建倒議会の報告………一…9…・一　………唾

園罠健康保険から患稼ぎ管のみなさんへ…　・・5

わだい・フォト　敬老の沼に祝品・…　　………・7

みんなの菰場／書道で大活躍…一 一8

お矯らせ／察橿祉の購づくり条例が施行一・1…鴛

圃圏回團

翻《糟融《魔驚》

鈴木梅野さん　　75歳

　　　五十子平（堂の蔚）

保坂ナヲさん　　89歳

　　　豊懸（もく院）

※8月1臼から鐙臼までの騒出分です。

※広報に載せてほしくない方は、鵬鐵のとき

に窓欝にお話ください．

町の動き
　　　　9目茎嚢理在
総人鷺3，467人（一2〉

　男工，682人（0〉

　女三，785人（一2〉

盤帯数三，驚3戸（　○〉

（　〉内は筋月との比較

臼休定泉温

》 1濃泉センター津の湯

9月112261173。

朋1“241董531
駄

『
義

ぽくの絵わたしの絵　　松里保育所

　
　
張

騒
鱗
儀
．

琳歎郷
㊥甲誰簾
灘　　
鞍 ‘馬

』ノ　　　くうさぎ組〉

　　さこうかずや
　　佐藤瀦也くん
　　（矢水越・儀警〉

　かくれんぼししているところ

しきばあちゃんとかくれんぼしたんだよわ

ぽくみつけるのじょうずだよ．

〈うさぎ緯〉
さとうたくと

佐藤拓人くん

（天水越・半木〉

　
　
，
」

～
　　　㊥～

おかあさんとぽくが力二をつかまえたところ

　海でおかあさんがカニをつかまえたんだよ、

　海から滅れてきたと』’ってたよ。すごくおも

しろえったよご

霧月のできごと

2露　議会臨縛会

　松之鐵招魂祭
鎗欝真憂の雪まつり

9月穏βから槍月組段の予定

驚ヨ　リハビリ教室

2葺奪　秋の交通安全運勤（～3Q）

259　保奮所合岡体力づくり

圭β　駿1部レントゲン漏餐手嚢診

69　きのこ狩り大会

娼沼　蒙絹小統合記念碑除幕式　3鷺　犬・猫の取り引き

鶏蒙　蔑生委愚会

23鷺　献蹴く役場繭）

29繧　農業委員会総会

　三種混合予防接種（幼晃〉

驚呂　麟とり駅伝大会、健康マラ

　ソン、きのこ狩り大会

　
A
ツ
月
勢
の
漂
稿
も
い
ま
灘
醐
い
て
い

る
こ
の
「
編
集
室
か
ら
」
で
鍛
後
で

す
。
た
っ
た
2
1
0
字
な
の
で
す
が

簿
月
侮
を
欝
こ
う
と
悩
み
の
タ
ネ
で

す
．
そ
れ
で
も
棄
く
書
き
烹
げ
て

楽
紅
な
り
た
い
鉱
μ
蜀
う
思
う
と
ワ
ー

ヅ
鷺
を
打
つ
手
も
進
み
ま
す
。
▼
先

鱗
、
取
材
響
、
長
寿
の
み
な
さ
ん
鷺
お

会
い
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
9
0
歳

以
上
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
藩
々
し
く

ビ
ッ
ク
リ
。
　
「
聴
い
こ
ろ
は
仕
纂
一

筋
、
仕
纂
し
か
な
か
っ
た
し
と
議
し

て
い
家
し
た
．
わ
た
し
も
今
は
、
広

報
紙
づ
く
り
の
仕
扇
　
筋
？
粟
た
し

て
5
0
鎌
後
は
…
…
…
。

編
集
室
か
ら

’6

I
o
o
①
o
り
ー



1
①
①
o
り
ー

　
平
成
ヒ
葎
度
の
鰐
｝
般
会
醗
お
よ
び
図
厩
健
康
保
険
特
溺
会
欝
な
ど
鰺

つ
の
特
溺
会
謙
の
決
算
が
．
九
月
建
倒
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
月

弩
で
は
、
町
浅
の
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
税
金
が
鑑
み

よ
い
晦
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
硬
わ
れ
た
か
を
お
鋤
ら
せ
し
ま
す
。

　
畢
成
七
年
腱
の
｝
般
会
ト
で
は
、

当
初
予
簿
三
十
二
億
…
千
二
欝
万
円

に
対
し
、
そ
の
後
十
黒
鰹
の
補
蕉
で

七
傭
鷺
、
一
千
八
蕎
二
十
六
万
二
薪
円
と

平
成
六
隼
度
継
続
費
お
よ
び
繰
越
明

許
費
を
繍
え
た
最
終
予
算
額
は
、
闘

十
億
六
千
鰹
欝
七
｝
カ
｝
千
”
肖
と
な
り

ま
し
た
。

　
｝
般
会
欝
の
決
算
額
は
、
歳
入
が

三
十
八
億
五
千
囎
欝
八
十
二
万
一
千

照
蔚
闘
牽
三
円
、
歳
出
が
三
十
七
億

六
千
三
籍
二
十
四
欝
力
…
千
二
…
臼
轟
ハ
牽

八
円
で
差
し
引
き
す
る
と
九
千
欝
五

十
八
万
欝
七
十
烈
円
と
な
り
ま
し
た
虚

こ
の
お
金
は
、
単
成
八
年
渡
会
離
へ

繰
越
金
と
し
て
入
り
ま
す
。

入
っ
た
お
金
の

自
主
財
源
と
依
存
財
源

　
歳
入
で
叢
も
大
き
な
割
禽
を
薦
め

て
い
る
の
が
地
方
交
付
税
で
、
十
九

億
瓢
千
薫
八
十
六
万
三
千
円
と
歳
入

全
体
の
照
九
・
八
％
を
煮
め
て
い
ま

す
。
晶
酬
年
度
よ
り
五
千
九
薫
六
十
黒

万
戴
千
円
増
え
ま
し
た
，
次
に
多
い

の
が
県
婁
M
患
金
の
五
億
一
千
六
醤
三

十
八
乃
一
千
門
、
次
い
で
溝
傭
費
の

認
億
九
千
六
酉
縢
十
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と
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。
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付
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囎
支
出
金
、
町
債
な
ど
は
、

そ
の
収
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の
で
、
こ
れ
ら
は
「
依
葎
財
源
偏
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」
…
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…
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平成7年度の会計別決算

墾
38億5，482万三千F3　i

37厩覇涌i　　　　　　　　　　　　　4
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す
。
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目
的
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一
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八
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い
で
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林
水
産
業
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と
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い
ま
す
。
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懸
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蕎
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“
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円
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農
林
水
産
業
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で
は
農
業
酒
牲

3億2，884万妊i

3億ユ，650万3千1

　三，234万ユ千1

3億3，830万妊1

3億3，014万3千i
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目
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次
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。
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戴
千
円
増
え
ま
し
た
，
次
に
多
い

の
が
県
婁
M
患
金
の
五
億
一
千
六
醤
三

十
八
乃
一
千
門
、
次
い
で
溝
傭
費
の

認
億
九
千
六
酉
縢
十
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
て
い
る

町
税
は
二
億
繭
千
二
鳶
三
万
鷺
千
円

で
全
体
の
六
二
濫
％
で
し
た
。

　
歳
入
の
中
で
、
自
分
の
購
で
徴
牧

窪
た
収
納
で
き
る
お
金
を
「
自
煎
財

源
し
と
い
い
、
騎
税
や
繰
越
金
・
綾

用
料
お
よ
び
手
数
料
な
ど
が
そ
れ
に

あ
た
り
ま
す
。
｝
芳
、
地
方
交
付
税

や
麟
魔
・
囎
支
出
金
、
町
債
な
ど
は
、

そ
の
収
入
に
騒
や
察
が
関
わ
っ
て
い

る
も
の
で
、
こ
れ
ら
は
「
依
葎
財
源
偏

　
斡
」
…
ー
構
…
↓
…

平成7年度の会計別決算

墾
38億5，482万三千F3　i

37厩覇涌i　　　　　　　　　　　　　4

　　　9，158万円　　i
　　　　　　　　　　　　ヨ

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
当
購
の
場
合
の
灘
薫
財
源
は
、
穴

億
七
千
晒
十
三
万
八
千
円
と
全
体
の

…
七
・
脳
％
し
か
な
く
、
ほ
と
ん
ど

が
依
穿
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

使
っ
た
お
金
の

目
的
尉
の
内
容
は

　
次
は
使
っ
た
お
金
（
歳
出
〉
で
す
。

歳
出
で
最
も
多
い
の
が
、
土
木
費
の

六
億
慧
千
二
欝
ふ
ー
照
一
力
六
千
円
で
欝
晒

腐
全
捧
の
一
七
・
八
％
、
次
い
で
農

林
水
産
業
費
と
続
い
て
い
ま
す
。

　
主
な
藩
業
で
は
、
出
太
・
費
が
下
水

道
特
割
会
計
繰
患
金
の
…
億
八
千
照

欝
懸
十
八
万
穴
千
円
や
購
道
特
改
箏

“
榮
の
…
億
三
千
蕊
蕎
鮒
十
穴
“
力
五
千

円
、
農
林
水
産
業
費
で
は
農
業
酒
牲

3億2，884万妊i

3億ユ，650万3千1

　三，234万ユ千1

3億3，830万妊1

3億3，014万3千i

門
鴨
一 ｝■｝藤

円

円
｝
肺
一 ■髄

円
髄｝噸｝腕

円

円

㎜前㎜㎜
円

璽二丁二歪

鷹撫

ヨ
㎜｝卵

｝帥恥

脚肺｛

擁騨鷺：　難

子どもたちの笈顔あふれる町づくり

化
推
進
対
策
事
業
の
…
億
八
千
五
欝

五
十
九
万
黒
千
円
や
簗
落
環
境
醗
備

事
業
の
｝
億
…
千
資
十
五
万
五
千
円

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
隼
は
災
書
が
多
く
災
警

復
績
費
が
二
億
瓢
千
閥
欝
七
十
七
万

六
千
円
と
対
晶
剛
年
度
比
で
鷺
六
六
・

｝
％
と
大
幡
な
増
撫
と
な
り
ま
し
た
。

目
的
溺
は
次
ぺ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
モ
｝
呈
　
蓬
き
↓
，
多
書
｝
」

ユ億7，639万8千円

　　993万婆千円

8億9，695万7千円

8億7，758万5千円

キ
輯
…
†

讐1舞劃
6（）億6，570万3千円

　　　　　　　　　コ59億2，33三万7千円i
璽i工篠璽而通
珪鎧緩：鑑罵

し　　　　　トロ　　　　　　　　　　　　　み　　　　　　　　み

※残額は、翌年度繰1）越し事叢の一一般財源を倉む

2

　区

一般会計

「

保事業

τ翻

定
㎜

　
　
　

　
　
㎜

　
　
｝レ

出
璽
入
出

歳
塞
歳
歳

け

㎜
額
｛
残

簡易承道

事業

下水道

事　業

…
－
き
，
ユ
合 牽

㎜
碑
毒
｝㎜

ー
…
…
き
ー
書
じ
…
ー

計
計
会
会
般
別
｝
特
㎜

ヂ
…
し

その穂
3億2，616万汗角
（8．4％）

地方交付税

i9｛憲2，186フヲ3千円

　　〈49。8％〉　ノ

歳入
38億5，482

　　　　　　1苧
万
円

82

千

繰入金
i億9，9G6万2千円

＼　（5．2％〉－

雇熱
　蔀　　　今
鼠魔支鵡金1
2駄29励干円
（6．6％）

　特劉土地町民璽人当りが負担した欝金
　　69・5網（平成8・4・1徽）

町　燐
3億9，騒0万円
　（lo．3％〉

翁税

85万9千円
1
．
G％）

　暴支綴金
5億1，638万1千円
　　（13．4％〉

　　　　■嶋　　『（　r』噛　　』－　7』胡　』一■V　　，　再　　■’　－　．皿　■納　－嶋　　い　r　栖　　、　　r　舗　』”　　W甲　再■■’臼　』－　』．…　－鳩　　W

　　　　き　　　　　　　　　　　　　き
　　　　i財源別の内訳i

　税金
惣

　
入
の

購
繰
そt

磨主財源
6億フ，043万8予円
　　　（17．4％〉

依存財源
3斐憶8，438万3千円

　　（82．6％〉

雌禰

》車税

3千円
入1

％〉

園定資産税
2．1

（9

ぎこ税 i億0，726万3千溝

4千跨 （44．3％〉

％〉

鱒　競　税
9，449万5予円
（39。1％〉

　　f
軽農劾車

628万3千
（2．6％〉

土　木　費
6億7，2畢4万6干円
　ω．8％）

農林水産業費
6備4，667万呼円
　（17．2％）

〆歳出’
37億6，324万

　　葉千円

総務費　　’
5憶2，952万8千円
　（14．1％〉

町た1
，185万

　　（4．9

　　　　　　　　その勉
　　　　　　3憶2，826万

礁黛翻

渓隻費
4億2，8垂1万円

　ol．4％）

／　　公債費
4憶6，191万7千円
　　（12．3％）

駿鎌翻醸雛蒲灘灘羅翻，鰯顛噸鍵鰍難㈱

…
き
ー
…
ー
調
…
き
…
…
ー
…
…
…

」

　
　
　
　
　
　
　
賢

矯
懸
織
驚

総務費

｛㎜

ー
・
↓
ー
…
ー
…
…
ー
…
止

〈5《磁づ嘗iq鵜 鍛　癒　　轡費

簸
災害復煽費

轟

132，697円

一…
…
…
…
ー
上

臓
盤

商

十　　　　64，572需　　　122，985円　　　　　　　　新
　　　衛生費　　　教蒼費

　滋　　　　＿＿＿＿よ＿＿＿＿一一一一

50，865円

響
…
…
ー
…
ー
ー
ー
…
…
レ
…
…
…
…
ー
…
ー
ー
…

．
蜜
ユ

㎜
　
　
　
　
　
　
㎜

㎜
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ー
O
O
寸
1

事獺
　　多
　　1
難嶋
躍l
　　l
　　l
　　l　　き
　　…
　　…
　　多　　｝
　　き
　　｛
　　｛
　　多
　　i選彊　i

一㎜

＠＠㊨

　　　　　　　　　　　　　　　　嚢　　　　　　　　　　　　議　　　　　　　　　　隣　　　　　　　撚　　　　鑓潟

鞭成驚鶴度会謎決算薮認建

幕戯＄欝度補鑑灘算巻議決

酵教糞委員套委員の鞍金

鱒選挙管理委員套委長及び

　　　　　　　　補発鍛の

｝
｝｝臨

　
平
成
八
年
第
六
麟
の
町
議
会
定
例

会
が
九
月
二
十
照
照
こ
｝
牽
五
紹
の

二
繕
闘
闘
鰹
さ
れ
、
単
成
セ
隼
渡
の

戴
つ
の
会
計
決
算
や
条
劔
の
綱
定
、

平
成
八
年
度
の
補
蕉
予
算
な
ど
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
難

　
な
お
、
審
議
に
先
立
ち
専
決
処
分

箏
礪
ハ
の
報
欝
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
平
繊
七
銀
度
決
算
は
醜
ぺ
ー
ジ
で

お
鱗
ら
せ
し
た
と
お
り
で
す
。
一
般

質
問
で
は
、
七
名
の
議
轟
が
「
保
健

セ
ン
タ
…
の
運
営
嵐
や
「
農
協
禽
併
覧

な
ど
二
十
瓢
項
闘
に
つ
い
て
の
質
闘

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
…
般
質
問
の
詳

し
い
内
容
は
、
　
「
議
会
だ
よ
り
し
で

紹
介
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
八
年
度
の
…
般
会
計
お
よ
び

特
甥
会
計
の
補
蕉
、
条
例
の
綱
定
な

ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
す

べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議

《
予
簾
醐
係
》

ゆ
一
般
会
計
補
正

　
　
歳
入
歳
出
と
も
三
千
五
牽
万
二

　千円を

追
撫
し
、
総
額
三
十
八
億

　
五
一
ヤ
穴
薄
五
十
三
万
三
千
円
と
な

　
り
ま
し
た
。
窯
な
も
の
は
、
溺
農

　
の
と
お
り
で
す
．

◇
簡
易
水
道
事
業
特
溺
会
計
補
詑

　
歳
入
歳
出
と
も
八
蒼
十
工
万
六

千
円
を
追
繍
し
、
総
額
～
億
繭
千
．

1搬舗磁の鎚訪
il（歳　入）　　　　　　　　（単位：千円）
1◇地放撒　　　　　△6，873
i　◇國庫負担金　　　　　　　H，423
⇔察補助金　　　　　　　親3，729
　1歳齢
　く〉農林水産業費

　　・新潟米生産体質強化事業補助金　△姐，3M

　　・土地基盤整備事業補助金　　　　　20，964

　　・集落道整備工事費　　　　　　　　鎗，000

　〈＞災害復澱費

　　・町道松代松之出線工事費　　　　　総，000

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

◇
新
潟
県
自
治
会
館

変
更
に
つ
い
て

◇
新
潟
県
交
通
災
害

　
共
済
纈
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

《
任
命
・
選
鉦
》

◇
松
之
山
町
教
育
婁

　愚

会
委
興
の
任
命

　
に
つ
い
て
（
二
名
〉

・
鶴
照
｝
さ
ん
（
天

水
島
・
凌
雲
閣
〉

・
俸
藤
淳
｝
さ
ん

（
松
之
慮
・
櫓
葉
麗
）

　
二
欝
顯
万
戴
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

⇔
下
水
湛
事
業
特
鋼
会
欝
補
正

　
　
歳
繊
予
算
内
の
補
正
で
あ
り
、

　
総
額
に
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
．

《
条
例
関
係
》

◇
松
之
山
購
認
可
地
縁
圃
体
印
鑑
登

　
録
譲
明
条
働
の
鋼
定
に
つ
い
て

φ
松
之
山
購
下
水
道
事
業
審
議
会
条

　
例
の
調
定
に
つ
い
て

〈
〉
松
之
山
驚
下
水
道
条
例
の
鰹
建
に

　
つ
い
て

《
規
約
麗
係
》

◇
薮
潟
繋
跡
村
人
事
灘
務
組
倉
規
約

　
の
変
更
に
つ
い
て

〈
〉
新
潟
県
町
村
職
興
退
職
手
当
総
舎

　
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

φ
新
潟
県
消
防
國
員
等
公
贋
組
合
規

　
約
の
変
更
紅
つ
い
て

◇
松
之
山
購
圃
定
資
産
評
価
委
員
の

選
任
（
～
名
〉

。
佐
藤
正
男
さ
ん
（
天
水
越
・
多
七
〉

◇
松
之
由
町
選
挙
管
理
委
員
会
婁
員

　
お
よ
び
補
充
員
の
選
任

　
萎
員
…
鰻
色

・
佐
藤
良
雄
さ
ん
（
天
水
越
・
下
元

麗
敷
〉

・
久
保
照
憩
夫
さ
ん
（
天
水
島
・
中

麗
敷
）

。
滝
沢
稲
平
さ
ん
（
猪
之
名
・
松
之

山
撚
糸
）

。
本
山
勉
さ
ん
（
北
浦
磁
・
岡
の
照
）

　
〔
補
充
轟
…
囲
名
〕

・
儀
藤
力
さ
ん
（
鞍
根
・
小
携
麗
〉

・
大
見
文
雄
さ
ん
（
下
鍛
漉
・
上
村
〉

・
相
沢
次
郎
さ
ん
（
水
梨
・
隠
屠
）

。
轡
由
昭
『
一
さ
ん
（
坪
野
・
干
場
〉

4

健康で安心して
　　　　　　　　働くために

　まもなく出稼ぎα）シ～ズンを迎えます．鐵稼ぎ鰍こは難会保険へ

の窺王入などの手続きがあります、でも、その手続きが薫しく行われ

ていないとトラブル・が発盤します。そこで、出稼ぎ麟す）健康保険の

手続きについてお知らせします。

〃

蝉
軌Z

9 γ

，5
ノ

劣

出
稼
ぎ
薗
に
は

異
動
の
手
続
き

　
出
稼
ぎ
先
で
祇
会
保
険
に
撫
入
す

る
方
は
、
縫
任
繭
に
役
場
團
罠
健
康

保
険
係
の
窓
鷺
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
、

社
会
保
険
へ
の
異
動
に
必
要
な
書
類

を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
こ
の
欝
類
を
出
稼
ぎ
先
の
会
役
に

持
参
し
、
会
祇
か
ら
縫
会
保
険
撫
入

の
証
開
を
受
け
た
後
、
役
場
へ
送
付

く
だ
さ
い
。
國
掘
健
康
保
険
係
で
は

み
な
さ
ん
か
ら
の
書
類
が
窟
き
次
第
、

ご
家
族
か
ら
役
場
に
お
越
し
い
た
だ

き
保
険
異
動
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
、

　
こ
の
手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
、
病

院
な
ど
で
受
診
し
た
際
に
保
険
の
適

鰐
が
で
き
ず
灘
療
費
の
全
額
が
自
総

負
携
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
渡
慧
く
だ
さ
い
如

　
な
お
、
事
麟
に
赴
経
先
の
会
被
で

社
会
保
険
に
触
入
で
き
る
か
ど
う
か

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

保
険
証
が
変
わ
っ
た
ら

医
療
機
関
に
連
絡

　
鷹
療
機
関
で
受
診
す
る
際
は
、
必

ず
保
険
証
を
受
付
の
窓
環
に
提
示
す

る
こ
と
鑓
な
っ
て
い
ま
す
。

　
旗
稼
ぎ
な
ど
で
「
國
罠
健
康
保
険
」

か
、
船
「
挫
会
保
険
」
へ
変
更
と
な
っ

た
ら
、
必
ず
緩
療
機
魍
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
綴
稼
ぎ
先
で
勧

会
保
険
へ
の
舶
入
手
続
き
が
遅
れ
新

し
い
像
険
証
が
届
か
癒
い
場
合
も
、

そ
の
留
を
鷹
療
機
関
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
む
十
歳
以
上
で
老
人
保
健

を
受
給
し
て
い
る
方
も
保
険
証
が
変

わ
っ
た
場
合
は
、
必
ず
薩
療
機
関
に

保
険
証
と
老
人
践
療
受
給
春
証
を
提

承
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か

も
う
一
枚
の
保
険
証

　
出
稼
ぎ
先
で
社
会
保
険
に
燃
入
し

な
い
方
は
、
瞬
醗
健
康
保
険
係
で
も

う
｝
枚
「
遠
隔
地
被
保
険
轡
証
し
を

交
付
し
ま
す
の
で
、
窓
縣
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
は
｝
世
帯
に
｝
枚
が
漂
則

で
す
が
、
出
稼
ぎ
や
長
期
の
旅
行
、

修
学
の
た
め
に
飽
市
町
村
に
住
む
こ

と
と
な
っ
た
場
禽
は
特
劉
に
も
う
一

枚
の
健
康
保
険
譲
を
交
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、
出
稼
ぎ
禿
で
栓
会
保
険
に

撫
入
す
る
と
そ
の
家
族
も
被
扶
養
餐

と
し
て
鮭
会
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

会
縫
か
ら
あ
な
た
の
保
険
証
の
ほ
か

に
、
家
族
耀
の
「
遠
隔
地
被
保
険
薯

蔽
」
の
交
付
を
受
け
て
ご
家
族
に
お

送
り
く
だ
さ
い
。

　
健
康
保
険
の
聞
い
金
わ
せ
は
、
役

場
住
鋭
諜
園
鶏
健
康
保
険
係
へ

　　　　㎜■　　｝r｝ 　　　　㎜　　㎜㎜㎜

知って得する
響

●
年金知識

第3号被保険者の届出を忘れていたみなさんへ

　摩生年金や共済紹合に旛入している配偶餐に妖養されている人

は麗愚することにより、第3号被保険者となります。

　ところが、届け鐵されていなかった9、艦け串がされていても

2年以上遅れて届患したために、保険料納付済期問に算入されな

い第3号被保険者期間のある入がいます．そのため、老齢基礎年

金を受ける時になって、低い額の年金しか受けれなかったり、受

給資格が満たせずに年金そのものが受けれなくなる場合があります。

　遺去の未鵬であった第3号被保険餐期問にっいて、平成9年3

月までの聞に特例の属串を行えば、その朗聞は保険料納付済朗間

として算、入されます。

　あなたの大切な年金です。騒患は忘れず藁こ行いましょう。

新潟県知事

衆議院議員

（撫選欝区選蟻磯

裁
民
所
国

軽最萬裁灘

投纂βほ

10月20日
大翻嶽あな撫の壌藁驚璽

無駄纏珍な塾よ毒必講投
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　　…
　　…
　　多　　｝
　　き
　　｛
　　｛
　　多
　　i選彊　i
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　　　　　　　　　　　　　　　　嚢　　　　　　　　　　　　議　　　　　　　　　　隣　　　　　　　撚　　　　鑓潟

鞭成驚鶴度会謎決算薮認建

幕戯＄欝度補鑑灘算巻議決

酵教糞委員套委員の鞍金

鱒選挙管理委員套委長及び

　　　　　　　　補発鍛の

｝
｝｝臨

　
平
成
八
年
第
六
麟
の
町
議
会
定
例

会
が
九
月
二
十
照
照
こ
｝
牽
五
紹
の

二
繕
闘
闘
鰹
さ
れ
、
単
成
セ
隼
渡
の

戴
つ
の
会
計
決
算
や
条
劔
の
綱
定
、

平
成
八
年
度
の
補
蕉
予
算
な
ど
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
難

　
な
お
、
審
議
に
先
立
ち
専
決
処
分

箏
礪
ハ
の
報
欝
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
平
繊
七
銀
度
決
算
は
醜
ぺ
ー
ジ
で

お
鱗
ら
せ
し
た
と
お
り
で
す
。
一
般

質
問
で
は
、
七
名
の
議
轟
が
「
保
健

セ
ン
タ
…
の
運
営
嵐
や
「
農
協
禽
併
覧

な
ど
二
十
瓢
項
闘
に
つ
い
て
の
質
闘

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
…
般
質
問
の
詳

し
い
内
容
は
、
　
「
議
会
だ
よ
り
し
で

紹
介
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
八
年
度
の
…
般
会
計
お
よ
び

特
甥
会
計
の
補
蕉
、
条
例
の
綱
定
な

ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
す

べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議

《
予
簾
醐
係
》

ゆ
一
般
会
計
補
正

　
　
歳
入
歳
出
と
も
三
千
五
牽
万
二

　千円を

追
撫
し
、
総
額
三
十
八
億

　
五
一
ヤ
穴
薄
五
十
三
万
三
千
円
と
な

　
り
ま
し
た
。
窯
な
も
の
は
、
溺
農

　
の
と
お
り
で
す
．

◇
簡
易
水
道
事
業
特
溺
会
計
補
詑

　
歳
入
歳
出
と
も
八
蒼
十
工
万
六

千
円
を
追
繍
し
、
総
額
～
億
繭
千
．

1搬舗磁の鎚訪
il（歳　入）　　　　　　　　（単位：千円）
1◇地放撒　　　　　△6，873
i　◇國庫負担金　　　　　　　H，423
⇔察補助金　　　　　　　親3，729
　1歳齢
　く〉農林水産業費

　　・新潟米生産体質強化事業補助金　△姐，3M

　　・土地基盤整備事業補助金　　　　　20，964

　　・集落道整備工事費　　　　　　　　鎗，000

　〈＞災害復澱費

　　・町道松代松之出線工事費　　　　　総，000

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

◇
新
潟
県
自
治
会
館

変
更
に
つ
い
て

◇
新
潟
県
交
通
災
害

　
共
済
纈
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

《
任
命
・
選
鉦
》

◇
松
之
山
町
教
育
婁

　愚

会
委
興
の
任
命

　
に
つ
い
て
（
二
名
〉

・
鶴
照
｝
さ
ん
（
天

水
島
・
凌
雲
閣
〉

・
俸
藤
淳
｝
さ
ん

（
松
之
慮
・
櫓
葉
麗
）

　
二
欝
顯
万
戴
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

⇔
下
水
湛
事
業
特
鋼
会
欝
補
正

　
　
歳
繊
予
算
内
の
補
正
で
あ
り
、

　
総
額
に
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
．

《
条
例
関
係
》

◇
松
之
山
購
認
可
地
縁
圃
体
印
鑑
登

　
録
譲
明
条
働
の
鋼
定
に
つ
い
て

φ
松
之
山
購
下
水
道
事
業
審
議
会
条

　
例
の
調
定
に
つ
い
て

〈
〉
松
之
山
驚
下
水
道
条
例
の
鰹
建
に

　
つ
い
て

《
規
約
麗
係
》

◇
薮
潟
繋
跡
村
人
事
灘
務
組
倉
規
約

　
の
変
更
に
つ
い
て

〈
〉
新
潟
県
町
村
職
興
退
職
手
当
総
舎

　
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

φ
新
潟
県
消
防
國
員
等
公
贋
組
合
規

　
約
の
変
更
紅
つ
い
て

◇
松
之
山
購
圃
定
資
産
評
価
委
員
の

選
任
（
～
名
〉

。
佐
藤
正
男
さ
ん
（
天
水
越
・
多
七
〉

◇
松
之
由
町
選
挙
管
理
委
員
会
婁
員

　
お
よ
び
補
充
員
の
選
任

　
萎
員
…
鰻
色

・
佐
藤
良
雄
さ
ん
（
天
水
越
・
下
元

麗
敷
〉

・
久
保
照
憩
夫
さ
ん
（
天
水
島
・
中

麗
敷
）

。
滝
沢
稲
平
さ
ん
（
猪
之
名
・
松
之

山
撚
糸
）

。
本
山
勉
さ
ん
（
北
浦
磁
・
岡
の
照
）

　
〔
補
充
轟
…
囲
名
〕

・
儀
藤
力
さ
ん
（
鞍
根
・
小
携
麗
〉

・
大
見
文
雄
さ
ん
（
下
鍛
漉
・
上
村
〉

・
相
沢
次
郎
さ
ん
（
水
梨
・
隠
屠
）

。
轡
由
昭
『
一
さ
ん
（
坪
野
・
干
場
〉

4

健康で安心して
　　　　　　　　働くために

　まもなく出稼ぎα）シ～ズンを迎えます．鐵稼ぎ鰍こは難会保険へ

の窺王入などの手続きがあります、でも、その手続きが薫しく行われ

ていないとトラブル・が発盤します。そこで、出稼ぎ麟す）健康保険の

手続きについてお知らせします。

〃

蝉
軌Z

9 γ

，5
ノ

劣

出
稼
ぎ
薗
に
は

異
動
の
手
続
き

　
出
稼
ぎ
先
で
祇
会
保
険
に
撫
入
す

る
方
は
、
縫
任
繭
に
役
場
團
罠
健
康

保
険
係
の
窓
鷺
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
、

社
会
保
険
へ
の
異
動
に
必
要
な
書
類

を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
こ
の
欝
類
を
出
稼
ぎ
先
の
会
役
に

持
参
し
、
会
祇
か
ら
縫
会
保
険
撫
入

の
証
開
を
受
け
た
後
、
役
場
へ
送
付

く
だ
さ
い
。
國
掘
健
康
保
険
係
で
は

み
な
さ
ん
か
ら
の
書
類
が
窟
き
次
第
、

ご
家
族
か
ら
役
場
に
お
越
し
い
た
だ

き
保
険
異
動
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
、

　
こ
の
手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
、
病

院
な
ど
で
受
診
し
た
際
に
保
険
の
適

鰐
が
で
き
ず
灘
療
費
の
全
額
が
自
総

負
携
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
渡
慧
く
だ
さ
い
如

　
な
お
、
事
麟
に
赴
経
先
の
会
被
で

社
会
保
険
に
触
入
で
き
る
か
ど
う
か

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

保
険
証
が
変
わ
っ
た
ら

医
療
機
関
に
連
絡

　
鷹
療
機
関
で
受
診
す
る
際
は
、
必

ず
保
険
証
を
受
付
の
窓
環
に
提
示
す

る
こ
と
鑓
な
っ
て
い
ま
す
。

　
旗
稼
ぎ
な
ど
で
「
國
罠
健
康
保
険
」

か
、
船
「
挫
会
保
険
」
へ
変
更
と
な
っ

た
ら
、
必
ず
緩
療
機
魍
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
綴
稼
ぎ
先
で
勧

会
保
険
へ
の
舶
入
手
続
き
が
遅
れ
新

し
い
像
険
証
が
届
か
癒
い
場
合
も
、

そ
の
留
を
鷹
療
機
関
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
む
十
歳
以
上
で
老
人
保
健

を
受
給
し
て
い
る
方
も
保
険
証
が
変

わ
っ
た
場
合
は
、
必
ず
薩
療
機
関
に

保
険
証
と
老
人
践
療
受
給
春
証
を
提

承
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か

も
う
一
枚
の
保
険
証

　
出
稼
ぎ
先
で
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会
保
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に
燃
入
し

な
い
方
は
、
瞬
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健
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険
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で
も

う
｝
枚
「
遠
隔
地
被
保
険
轡
証
し
を

交
付
し
ま
す
の
で
、
窓
縣
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
は
｝
世
帯
に
｝
枚
が
漂
則

で
す
が
、
出
稼
ぎ
や
長
期
の
旅
行
、

修
学
の
た
め
に
飽
市
町
村
に
住
む
こ

と
と
な
っ
た
場
禽
は
特
劉
に
も
う
一

枚
の
健
康
保
険
譲
を
交
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、
出
稼
ぎ
禿
で
栓
会
保
険
に

撫
入
す
る
と
そ
の
家
族
も
被
扶
養
餐

と
し
て
鮭
会
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

会
縫
か
ら
あ
な
た
の
保
険
証
の
ほ
か

に
、
家
族
耀
の
「
遠
隔
地
被
保
険
薯

蔽
」
の
交
付
を
受
け
て
ご
家
族
に
お

送
り
く
だ
さ
い
。

　
健
康
保
険
の
聞
い
金
わ
せ
は
、
役

場
住
鋭
諜
園
鶏
健
康
保
険
係
へ

　　　　㎜■　　｝r｝ 　　　　㎜　　㎜㎜㎜
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第3号被保険者の届出を忘れていたみなさんへ

　摩生年金や共済紹合に旛入している配偶餐に妖養されている人

は麗愚することにより、第3号被保険者となります。

　ところが、届け鐵されていなかった9、艦け串がされていても

2年以上遅れて届患したために、保険料納付済期問に算入されな

い第3号被保険者期間のある入がいます．そのため、老齢基礎年

金を受ける時になって、低い額の年金しか受けれなかったり、受

給資格が満たせずに年金そのものが受けれなくなる場合があります。

　遺去の未鵬であった第3号被保険餐期問にっいて、平成9年3

月までの聞に特例の属串を行えば、その朗聞は保険料納付済朗間

として算、入されます。

　あなたの大切な年金です。騒患は忘れず藁こ行いましょう。
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お
や
、
不
思
議
！

栗
の
木
に
果
実
と
花

　
9
月
捻
臼
、
役
場
の
佐
藤
運
転
手

が
輝
野
集
落
内
で
藥
の
果
実
と
一
緒

に
白
い
花
が
咲
い
て
い
る
の
を
見
つ

け
ま
し
た
。
粟
の
花
は
6
月
こ
ろ
、

淡
黄
色
の
花
を
つ
け
ま
す
が
、
こ
の

時
期
に
花
が
冤
ら
れ
る
の
は
珍
し
い

こ
と
で
す
。
気
嬢
の
不
順
が
原
照
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

0800G気Co助OoOCgoooo

盈数a誌
皆さんからの誌題、傭報お待ちしています。

総務課行政係　費6－3三31内線23

9月捻臼、町内の80歳以上のお隼寄参に敬老のお視轟が　i

　　　　　　　　　　　　　　　　き脇坊れまし島今年の敬老撫骸当者は約謝入、88歳i

　　　　　　　　　　　　　　　　モ以．上ぴ）お年寄り宅には儀藤零ll幸町長が訪問し、視い品が1手　i

　　　　　　　　　　　　　　　　i渡されました。騎内の最高齢者は、今年の王2月の誕盈目で1

　　　　　　　　　　　　　　　　…璋1歳を迎える小谷集落の相沢シサノさんです登相沢さん　1

　　　　　　　　　　　　　　　　チは、今もたいへんにお元気で、佐藤町長のド長簿おめでと　1

　　　　　　　　　　　　　　　　モうございます．これからも健康で長隻きしてください」の　i

　　　　　　　　　　　　　　　　しお祝いの謬葉に「ありがとうございます」と元気に答えて　i

　　　　　　　　　　　　　　　｝い豪した。　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　き

　　　　　　　　　　　　　　　ざ議篇語釜講鍔繍霧奢い1東頸バス株式舎社麟

　　　　　　　　　　　　　　　；

i聾域⑦是、些域の塞動力杢し笈期待
ヒ

i　第三セクターの新会社“東頚バス”開業
ミ
1　　鐙月1臼、浦川原村中央公戻館で東頸バス株式会社開
オ

1　業式典が行われました。この会椎は、都内6町村と頸城
ヨ

i　霞動車が共1司畠資した県内初の第三セタターによるバス
…
1　会社で、この沼黛東頸バス”として新しく闘業しました。
ま

1　式典では、大竹和夫縫長が「東頸城による東頸城のため
き

i　のバスを目指して、精一杯頑張ります」とあいさつ．東
モ

i　頸バスは、来春開業の北越誌線と対応しながら、地域の

i匙して搬で躯間鰯．6キ睦翫し齢．また、
き

i　来秋には頸城小璽バスの合併も予定されています。

跳んで、まわって楽しく体力づくり

保育斯園児の禽同教室を開催

9月器臼、町戻体欝館で町内3つの保育所園兜全員が参

瓠して合岡体力づくり教室が行われました、公疑1館では一

年を通して幼艶からお年寄りまでの捧力づくり運動を進め

ていますが、今鐡の教室はその一環として実施されたもの

です。体膏館ではポールやマット、フラフープなどの潮異

を使い行われましたむマット運動では、なかなか一園転で
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ていますが、今鐡の教室はその一環として実施されたもの

です。体膏館ではポールやマット、フラフープなどの潮異

を使い行われましたむマット運動では、なかなか一園転で

きずに苫戦する躍箆もいましたが、みんな楽しく元気に体

を動かしていました。広い体奮館は、園晃たちのにぎやか

な歓声が．ヒがっていました。
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ゲンノショウコ　　　だ自
　　　〈フウ0、ノウ科〉

道ばたなどに生える多年葦像茎の

蓬さは59センチになるが、地面には

うことが多い。乾燥した葉をせんじ

たものは下痢どめにきく。和名は「現

の証拠」という意陳で、飲むとすぐ

に効果が現れることからつけられた。

「松之山の植物」より

ご意見やお便り欝待ちしています

　　このコーナーでは、みなさんからのご意見やお便りなど

　　をお待ちしています。晦内のスポーツ、文化懸体の活動紹

　　介や仲間の募集などにご刺屠ください。写真や絵画・イラ

　　ストなども大歓逓です、お気軽にご投稿ください。

　　駁月号の締め切り段は、憩月25臼鰯です。送付先は松之

L醐役場総淵行蘇広欄当まで

みんな
　の

広場

わが家の人気者編8 俳
　
句

夏
穂
高
バ
ッ
ク
に
笑
顔
並
び
け
り

清
流
の
瀬
音
響
け
る
夏
山
に

　
　
　
　
　
　
松
之
山
鶯
商
松
屋
）

残
さ
れ
て
幾
月
数
ぞ
う
初
月
夜

発
つ
子
等
に
淋
し
さ
見
せ
ず
初
月
夜

　
　
　
　
　
　
松
之
山
ハ
松
　
屋
）

丈
高
く
紫
苑
を
隻
け
て
客
を
待
っ

蓮
根
掘
る
脚
抜
ぐ
力
尽
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
松
之
山
（
南
　
霞
）

商
沢
　
秀
女

佐
藤
　
節
女

井
部
　
朝
子

りようへい

遼平ちゃん登場（臓3カ月〉

高濯利昭・薩美さんの長男

　　　　　　　〈湯本・谷〉

こんにちは、ぼくの名蔚は高澤遼平です。

みんなは「りょうくん」と呼んでくれます。

先藏、パパとかあちゃんと妹の舞ちゃん

で新潟のマリンビア鷺本海に行きイルカシ

ョーを晃たよ。大きなイルカにビックリ、

お魚もいっぱいいてとっても楽しかつた。

ぽくネ、いま野球に夢中なんだ。ぽくの

パパも会祇の野球チームに入っているよ。

そのパパから野球を教わっているんだ。グ

ローブの持ち方やボールの投げ方、この渤

パパが投げたボールをうまくキャッチでき

てほめられちゃった。

今臼はパパのユニホームと幡子を磐けて

みました。どう格好いいでしょう。大好き

なお魚をいっぱい食べ皐く大きくなって、

パパとキャッチ求一ルをやりたいな。

【お母さんから一喬｝

元餓で萌るい、思いやりのある子になっ

てほしいです。

　　　　　　　　　　○

鐸
K
漿
・
テ
警
堺
さ
な
旅
壕
懇

　
　
松
之
出
購
が
放
映
さ
れ
ま
す

放
送
β
　
憩
月
翅
欝
（
土
）
夕
方
6
時
～

　
（
再
放
送
）
－
o
月
招
艮
欝
）
朝
8
時
～

柳
友
作
畠
紹
介

ま
だ
侮
か
言
い
足
り
な
い
と
思
う
駅

食
べ
る
だ
け
植
え
由
旗
は
ま
だ
振
ら
ぬ

こ
お
ろ
ぎ
の
エ
ッ
チ
南
瓜
の
尻
を
撫
で

詣敏雅

方子子

ま
つ
の
や
ま
文
芸

　
き
　
　
　
　
　
　
タ

　
擁
　
　
麺
V

死
ん
だ
ふ
り
し
て
は
雑
草
吹
き
返
す

作
業
衣
の
ま
ま
の
乳
房
も
児
は
迎
え

豊
年
と
さ
わ
い
で
み
て
も
五
反
九
畝

　
　
　
　
　
　
黒
倉
二
枚
磁
〉

草
村

正
孝

第
1
4
回
習
研
社
中
展
漢
字
部
で
大
活
躍
　
　
傍
纂
悠
髪
ん
（
蕎
名
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
）
と
蕎
嬌
沙
織
さ
ん
（
天
承
農
・

大
賞
に
小
口
和
子
さ
ん
（
松
詣
雪
年
）
　
蔑
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、
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作
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里
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高
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入
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こ
農
覧
会
笑
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嚢
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禽
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
が
、
靱
内
で
轡
道
を
勉
強
し
て
い

　
「
春
か
ら
町
内
の
子
供
た
ち
が
霧
　
　
籔
習
硯
縫
中
展
し
が
開
催
さ
れ
ま
し
　
　
る
子
供
た
ち
も
出
贔
し
ま
し
た
．

遵
で
活
躍
し
て
い
ま
す
凶
と
新
海
の
　
　
た
。
そ
の
展
覧
会
で
、
松
之
山
中
学
　
　
　
大
賞
を
受
賞
し
た
小
臼
さ
ん
は
、

山
岸
春
水
先
生
か
ら
お
便
り
が
慮
き
　
　
校
薫
年
の
小
口
秘
子
さ
ん
（
松
之
山
・
　
ご
家
族
岡
伴
で
受
賞
武
紅
患
臆
し
た

濠
し
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の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
　
　
　
　
オ
オ
タ
ケ
理
容
〉
が
漢
掌
部
で
大
賞
　
　
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
欝
字
や

　
さ
る
、
八
月
二
十
脳
鷺
と
二
十
覧
　
　
を
受
賞
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
書
道
を
勉
強
し
て
い
る
町
内
の
子
供

鷺
の
二
臼
間
、
禰
岡
布
で
「
第
十
鱗
　
　
　
ま
た
、
岡
じ
く
松
之
山
中
掌
校
三
　
　
た
ち
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
籔
載
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灘
警
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小
P
頼
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の
作
晶

秋の火災予防運動

11月9日～11月15日
便利さに　慣れて忘れる　火のこわさ

霞ごとに寒さも増し、暖騰器翼を取り扱う機会が多くなります．

この時朗火災も多く発生することから、この運動が実施されます．

火災の主な原鶴は、ちょっとした不淀意によるものです。火の取

り扱いには十分濡意してください。松之由分逡斯

駿軽
妙証

薦

布
施
順
治
さ
ん
（
餐
ん
奎
門
）

昭秘7年4月盤絃れ牡羊座

会社貴

これからは町艮の一入として

早いものでUターンしてか）この鐙月

で、ちょうど！年になります。松之山が

嫌で．と奈したはずが、今回このコーナー

に出させていただき改めて考えて見ると、

今の自分を見つけるまでに「ずいぶんと

遠回りをしてしまったな」と慰い豪す。

さて、現在は松之山温泉の蕪欝ホテル

に勤務しています。入社当初は不覆れな

ことも多く苦労もあ！）ましたが、職場の

みなさんに支えられ、指導していただい

たおかげで、　ンでは楽しく髄かせていた

だいています．

これからは、松之山の町昆の一・入とし

て頑張って行ぎたいと考えてい童す。

どうぞ、よろしくお顯いします費

1
創
O
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岡
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岡
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。
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秋の火災予防運動
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便利さに　慣れて忘れる　火のこわさ

霞ごとに寒さも増し、暖騰器翼を取り扱う機会が多くなります．

この時朗火災も多く発生することから、この運動が実施されます．

火災の主な原鶴は、ちょっとした不淀意によるものです。火の取

り扱いには十分濡意してください。松之由分逡斯

駿軽
妙証

薦

布
施
順
治
さ
ん
（
餐
ん
奎
門
）

昭秘7年4月盤絃れ牡羊座

会社貴

これからは町艮の一入として

早いものでUターンしてか）この鐙月

で、ちょうど！年になります。松之山が

嫌で．と奈したはずが、今回このコーナー

に出させていただき改めて考えて見ると、

今の自分を見つけるまでに「ずいぶんと

遠回りをしてしまったな」と慰い豪す。

さて、現在は松之山温泉の蕪欝ホテル

に勤務しています。入社当初は不覆れな

ことも多く苦労もあ！）ましたが、職場の
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どうぞ、よろしくお顯いします費

1
創
O
寸
ー
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9本一の相撲甚句がきける1

特別記念講演

　呼び鐵し三郎氏
　　（ラこ大相撲費乎び繍し、雛本一の相撲蔑句

　「私の歩んだ道」

鷺　 蒔　三（｝月27鷺（鋤午垂菱玉嚢毒より

場　漸　松之由購購戻体育館

入場料無料

｝
㌧
舞
は

髭
の
が
慧
な
麺

急
ぜ
萎
・

今年の学習成果はこれだ！

湯鳥展覧会

　生涯学習コーナー

　活動写真パネル』

学習作品　　塵
　朗読劇ビデオ

資聴憩月27臼㈱午繭8時30分よ9
場　所　松之山晦町讐グラウンド管運棟2階

　　　松之出購生涯学習推進本部

ー
…
ー
ー
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ー
ー
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－
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．
ま

r　　　　　　　　　　　　　　　　生涯学習：コーナー

，轡亜醸癖＼鞭

　広く票斑に対’し1生涯掌習紅ついて考える

機会を提徴し、盤涯掌習の参撫慧欲を高め

るととも韓、金県的な規模での広報P　R活

動を通して生涯学習気運の醸成を図ろうと

するイベントのことです。

長濁会場9月2珪奉2漁　　　ハイブ長岡
新潟会場　憩月員漫・ユ2鷺　　　　新潟市畏プラザ等

上越会場　欝月捻揖。欝ε3・欝弱　リージ灘ンプラザ等

佐渡会場　憩月27鷺　　　　　　　燈渡中央文化会館

囲（鑓鋤
生涯学習講演会（10／王2〉り一ジ擢ン　径＃畑　清大いに語る」

．ヒ越健康フェア（王o／鋤り一ジ難ンレク、体燥、健康食

毒罠芸能祭（鐙／王3〉上越文化会館　　罠謡、郷土芸能

文化講演会（鎗／聾）り一ジョン

　　　　　　　　　　　「子どもの創造性の発達と童翼」

雁木通ウ美徳館特甥展・記念講演会（鎗／19〉雁本通り

　県内の各市町村もまなびピアにいがた’96紅協賛し、さま

ざまな事業を提供しています。その総事業数は246事業にも

なっています．松之山購では、　ヂ第裏6翻松之技1町警能祭ノ松

之海湯鳥フェスティバル」「第2織まつのやま湯鳥駅伝」がま

なびピアにいがた，96の協賛事業です。

　
数
十
メ
ー
ト
ル
の
嵩
さ
で

そ
そ
り
立
つ
樵
状
籔
理
の
絶

壁
と
急
流
。
湾
灘
趨
の
溝
剛

な
流
れ
菰
沿
つ
て
臣
大
な
嚢

壁
が
続
く
濡
津
峡
は
、
上
信

越
嵩
原
醸
立
公
圏
の
な
か
で

も
最
も
葵
し
い
、
渓
谷
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
癖
こ
の
溝
灘
峡

を
展
望
で
き
る
歩
遵
は
、
安

全
へ
の
醗
慮
か
ら
昭
秘
紹
無

以
羅
閉
鎖
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
平
成
8
薙
憩
湾
王
繕
に

漢
谷
ト
ン
ネ
ル
が
オ
喜
プ
ン

し
、
4
ヵ
所
の
箆
購
藤
か
ら

は
湾
津
鋏
の
維
大
な
漢
谷
美

を
再
び
堪
能
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
餅

濾
設
）

　
全
長
瓢
撫
、
清
津
峡
闘
季

　
の
農
翠
整
、
溝
津
鋏
成
立

学
響
塞
、
濤
津
嫉
の
自
然
展
添
窯
、

発
購
ら
し
萩
4
力
断

〔
入
坑
琶

大
人
糊
円
、
子
供
踊
円

蟹
業
時
嬰

午
離
9
時
～
午
後
6
鱒

（
冬
覇
闘
午
後
4
縛
ま
で
）

裸
業
期
間
〕

1
月
中
旬
～
3
月
中
旬

霧
筏
地
〕

中
魚
沼
郡
中
婁
村

き

1一臼暮し　　　　　　水上勉
ミ

i庭仕事の楡しみ　　　　　　　　岡田朝雄
ヨ

1虫を待つ聴間　　　　　　　　　　今森光彦

1きょうの穫康　　　酬リカ
iヨーロッパ・ホラー紀行ガイド　董俣宏
き

i天僅ブツク　　　　　寺酵之
i紙彩顧船水義昭　　　　　　　　　船水義躍

1野菜癒こは軸がある　礁韓
1勧しをつくる私をつくる　頗れい
…
1光の科学　　　　　　ジェイコプ・リバーマン
ヨ

i姻撲紬しろ醐　　　小室墾
iだれでも撮れるはじめての水中写真　大石博人

1ペットま繍の姓　 がタカズユキ
1水泳　　　　　　　　　波多野宏・森島教夫

1ビデオの撮鵬　・一ランド嘱ス

瞭辮　　　　蜘欝1森の癒し（いのちと曝懇の量雰）　久保懸展弘

t埜プツ．鵬原爆鱗融灘

μ
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に
銚
戦
し
ま
す
。

▼
朗
覆
　
黛
月
茎
沼
働

▼
時
間
　
隼
後
7
時
30
分
～

▼
場
所
　
自
然
休
養
栂
セ
ン
タ
ー

圃
関
陸
降

ゆとりくん

　
「
ふ
れ
あ
い
と
健
康
し
を
禽
い
霧

葉
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
綱
引
大
会
が
醐
催

さ
れ
ま
す
．

▼
期
懸
　
憩
月
2
6
貨
㈹

▼
蒋
聞
　
午
後
6
聴
3
0
分
～

▽
場
所
　
松
代
驚
総
含
体
育
館

※
松
之
山
驚
、
松
代
町
の
一
、
二
位

　
は
％
の
決
勝
大
会
に
進
出
し
ま
す
．

麟
鰯
膿

　
樹
騰
粧
烹
で
花
や
人
形
な
ど
好
き

な
も
の
を
作
り
ま
す
。

窃グ

耀鰍蛾偽磨ノ

∫O

　
東
頸
城
郡
の
美
術
愛
好
餐
の
力
作

が
展
示
さ
れ
ま
す
。

▼
期
沼
　
鎗
月
綿
日
翻
～
2
0
臼
㈱

▼
場
所
　
松
代
町
総
愈
体
膏
館

まなびピアにいがた’96月問事業

　
　
展

　
　
難

辮
拶
平成8年10月27β（日）

町民体育館・センター

一
涯学・
学麟

の事

＿＿＿一諦

　まなびビアにいがたラ96

新潟票では、全票的な焼模で生

の機会を提供するとともに生1灘i

運の醸成をはかっています②こ

に松之出購も協賛しています。

「
に
縷
は

▼
講
師

▼
朔
縫

麟難ける

L』

▼
聴
問

▼
場
所

樋
欝
八
薫
美
さ
ん
（
松
代
町
〉

m
月
％
露
㈱
・
30
田
㈱

（
2
田
闘
で
作
最
を
仕
上
げ
塞
す
）

午
後
7
聴
～

憲
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

　
紅
葉
し
た
山
野
草
を
生
け
ま
す
。

▼
期
鷺
　
U
月
5
β
㈹

▼
時
間
　
午
後
8
蒔
～

▼
場
斯
　
霞
然
休
養
繕
セ
ン
タ
！

　
…
年
聞
の
学
習
を
ま
と
め
、
闇
講

式
を
お
こ
な
い
ま
す
。

▼
期
欝
　
慧
月
8
臼
働

▼
時
閥
　
午
萌
憩
：
3
0
～
午
後
1
：
30

▼
場
所
　
欝
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
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、
彗
ー
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芋
＄
季
美
，
曼
ー
筆
亀

手
｛
，
善
｝
…
｝
事
、
手
季
多
き
き
ー
，
手
手

き
蓬
ー
ー
i
ー
…
重
ー
ー
｝
ー
…
ー
i
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…
…
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…
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9本一の相撲甚句がきける1

特別記念講演

　呼び鐵し三郎氏
　　（ラこ大相撲費乎び繍し、雛本一の相撲蔑句

　「私の歩んだ道」

鷺　 蒔　三（｝月27鷺（鋤午垂菱玉嚢毒より

場　漸　松之由購購戻体育館

入場料無料

｝
㌧
舞
は

髭
の
が
慧
な
麺

急
ぜ
萎
・

今年の学習成果はこれだ！

湯鳥展覧会

　生涯学習コーナー

　活動写真パネル』

学習作品　　塵
　朗読劇ビデオ

資聴憩月27臼㈱午繭8時30分よ9
場　所　松之山晦町讐グラウンド管運棟2階

　　　松之出購生涯学習推進本部

ー
…
ー
ー
～
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
…
ー
ー
…
i
i
i
i
i
…
ー
；
…
…
；
ー
ー
ー
…
～
…
！
ー
！
ー
－
ー
ー
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ー
ー
ー
ー
ー
…
ー
ー
ー
ー
ー
ー
～
…
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
～
ー
i
i
i
－
i
i
…
i
…
…
…
…
…
…
．
ま

r　　　　　　　　　　　　　　　　生涯学習：コーナー

，轡亜醸癖＼鞭

　広く票斑に対’し1生涯掌習紅ついて考える

機会を提徴し、盤涯掌習の参撫慧欲を高め

るととも韓、金県的な規模での広報P　R活

動を通して生涯学習気運の醸成を図ろうと

するイベントのことです。

長濁会場9月2珪奉2漁　　　ハイブ長岡
新潟会場　憩月員漫・ユ2鷺　　　　新潟市畏プラザ等

上越会場　欝月捻揖。欝ε3・欝弱　リージ灘ンプラザ等

佐渡会場　憩月27鷺　　　　　　　燈渡中央文化会館

囲（鑓鋤
生涯学習講演会（10／王2〉り一ジ擢ン　径＃畑　清大いに語る」

．ヒ越健康フェア（王o／鋤り一ジ難ンレク、体燥、健康食

毒罠芸能祭（鐙／王3〉上越文化会館　　罠謡、郷土芸能

文化講演会（鎗／聾）り一ジョン

　　　　　　　　　　　「子どもの創造性の発達と童翼」

雁木通ウ美徳館特甥展・記念講演会（鎗／19〉雁本通り

　県内の各市町村もまなびピアにいがた’96紅協賛し、さま

ざまな事業を提供しています。その総事業数は246事業にも

なっています．松之山購では、　ヂ第裏6翻松之技1町警能祭ノ松

之海湯鳥フェスティバル」「第2織まつのやま湯鳥駅伝」がま

なびピアにいがた，96の協賛事業です。

　
数
十
メ
ー
ト
ル
の
嵩
さ
で

そ
そ
り
立
つ
樵
状
籔
理
の
絶

壁
と
急
流
。
湾
灘
趨
の
溝
剛

な
流
れ
菰
沿
つ
て
臣
大
な
嚢

壁
が
続
く
濡
津
峡
は
、
上
信

越
嵩
原
醸
立
公
圏
の
な
か
で

も
最
も
葵
し
い
、
渓
谷
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
癖
こ
の
溝
灘
峡

を
展
望
で
き
る
歩
遵
は
、
安

全
へ
の
醗
慮
か
ら
昭
秘
紹
無

以
羅
閉
鎖
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
平
成
8
薙
憩
湾
王
繕
に

漢
谷
ト
ン
ネ
ル
が
オ
喜
プ
ン

し
、
4
ヵ
所
の
箆
購
藤
か
ら

は
湾
津
鋏
の
維
大
な
漢
谷
美

を
再
び
堪
能
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
餅

濾
設
）

　
全
長
瓢
撫
、
清
津
峡
闘
季

　
の
農
翠
整
、
溝
津
鋏
成
立

学
響
塞
、
濤
津
嫉
の
自
然
展
添
窯
、

発
購
ら
し
萩
4
力
断

〔
入
坑
琶

大
人
糊
円
、
子
供
踊
円

蟹
業
時
嬰

午
離
9
時
～
午
後
6
鱒

（
冬
覇
闘
午
後
4
縛
ま
で
）

裸
業
期
間
〕

1
月
中
旬
～
3
月
中
旬

霧
筏
地
〕

中
魚
沼
郡
中
婁
村

き

1一臼暮し　　　　　　水上勉
ミ

i庭仕事の楡しみ　　　　　　　　岡田朝雄
ヨ

1虫を待つ聴間　　　　　　　　　　今森光彦

1きょうの穫康　　　酬リカ
iヨーロッパ・ホラー紀行ガイド　董俣宏
き

i天僅ブツク　　　　　寺酵之
i紙彩顧船水義昭　　　　　　　　　船水義躍

1野菜癒こは軸がある　礁韓
1勧しをつくる私をつくる　頗れい
…
1光の科学　　　　　　ジェイコプ・リバーマン
ヨ

i姻撲紬しろ醐　　　小室墾
iだれでも撮れるはじめての水中写真　大石博人

1ペットま繍の姓　 がタカズユキ
1水泳　　　　　　　　　波多野宏・森島教夫

1ビデオの撮鵬　・一ランド嘱ス

瞭辮　　　　蜘欝1森の癒し（いのちと曝懇の量雰）　久保懸展弘

t埜プツ．鵬原爆鱗融灘

μ
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寸
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寸
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カ　　　　　　　　の

お知らぜ

松之山町役場

貸6－3i3玉

ー
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0

多
手
…
髪
■
§
｝
…
圭
ー
筆
圭
一
季
…
筆
多
臼
多
…
星
！
！
ξ
■
…
陛
ミ
F
｛
…
｝
；
…
§
一
｝
｛
一
E

上
級
救
命
講
習
に
　
鎗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

参
加
し
ま
せ
ん
か
　
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
松
之
山
分
遣
所
　
欝

　
蔭
急
手
当
法
を
習
轡
し
、
積
極
的

に
賃
献
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

了
蕎
に
は
、
上
級
救
命
講
翌
終
了
証

を
交
付
し
ま
す
．

◆
内
容
藝
心
肺
蘇
焦
法
や
蕉
漉
法
、

翻
子
則
定
法
等
の
翌
得
◆
期
類
舞
平

成
8
奪
H
月
翁
段
璽
）
◆
購
間
葵

8
時
3
倉
分
～
η
欝
3
0
分
（
醗
8
聴
闘
）

◆
場
勝
嚢
上
越
市
北
城
町
　
上
越
消

隣
本
部
3
F
講
堂
◆
定
翼
嚢
3
0
名
（
筒

校
生
以
上
を
対
象
に
購
し
込
み
願
と

し
ま
す
が
、
普
通
救
命
講
饗
終
了
暫

を
優
先
）
◆
参
瀦
費
建
テ
キ
ス
ト
代

70

円
◆
受
付
鋒
平
成
8
銀
鶏
月
21
顯

　
（
月
）
～
憩
月
2
5
鶏
く
金
）
ま
で

◆
傘
し
込
み
先
雛
松
之
山
分
遣
漸
へ

電
話
で
纈
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

県
農
業
大
学
校
の
　
嗣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
襯
斜

学
生
募
集
し
ま
す
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
4
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ア

　
　
　
新
潟
県
農
業
大
学
校
　
劔

　
獅
潟
県
農
業
大
掌
校
は
平
成
9
年

度
の
学
生
を
次
に
ょ
り
灘
集
し
ま
す
。

◆
募
集
人
興
巽
縮
作
経
営
科
尋
o
人
穰

痩
、
粥
警
経
営
科
3
0
人
樫
度
■
、
、
欝
産

経
騒
科
m
人
程
度
◆
修
業
隼
限
馨
2

年
◆
応
募
資
格
鐸
高
等
掌
校
卒
業
轡

　
（
平
成
曾
年
3
月
騨
業
冤
込
み
嘉
含

む
）
ま
た
は
こ
れ
と
岡
等
以
上
の
学

力
が
あ
り
、
お
お
む
ね
2
5
歳
以
下
の

轡
◆
願
鐡
の
受
付
鐸
推
薦
入
校
は
平

成
8
年
憩
月
欝
欝
～
m
鰐
綴
鷺
ま
で
、

一
般
入
校
は
平
成
8
葎
捻
月
絡
薄
～

捻
月
2
6
欝
ま
で
◆
募
集
の
問
い
合
わ

せ
先
蓑
新
潟
県
農
業
大
学
校
　
干
鰯

薦
蒲
源
郡
巻
鱒
大
掌
巻
甲
王
2
0
0

7多…
…
ξ
　
■
馨
　
§
　
…
　
一
ー
　
…
　
…
…
i
　
i
　
i
i
聾
多
§
1
き
1
導
■
き
　
ー
｝
1
ξ
｝

県
福
祉
の
ま
ち
づ
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

く
り
条
例
が
施
行
卜
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
鑑
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ま

　
　
　
新
潟
県
福
祉
保
健
部
　
費
2

　
萩
潟
漿
構
祉
の
家
ち
づ
く
り
条
例

が
鋤
月
至
鑓
に
施
背
さ
れ
ま
し
た
．

　
．
」
の
条
例
は
病
院
、
　
ス
ー
パ
…
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
飲
食
店
な
ど
不
特
建
多

数
の
ひ
と
が
餓
入
り
す
る
公
比
酌
施

設
を
お
葎
寄
り
や
障
獣
を
持
つ
方
が

利
用
し
や
す
い
よ
う
に
墜
備
す
る
こ

と
を
躍
指
す
も
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
公
共
的
施
設
で
…
足

幾
模
以
上
の
も
の
を
親
設
等
す
る
場

ム
遥
は
嚢
前
協
議
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
条
働
の
対
象
施
設
の
偽
扁

①
集
会
場
ま
た
は
　
蕉
．
、
堂
②
ホ
テ
ル

ま
た
は
旅
館
③
飲
食
店
④
理
容
勝
ま

た
は
美
容
所
な
ど
（
施
設
に
よ
り
用

途
薦
積
の
鰯
限
が
あ
り
）

　
粥
筋
協
議
の
窓
臼
は
役
場
撫
当
諜

で
す
．
詳
し
く
は
、
松
之
鋤
購
役
場

　
　
　
（
慨
6
…
3
1
3
1
内
線
3
5
）

ま
た
は
新
潟
緊
懲
祖
保
健
部
障
轡
禰

祉
繰
（
倣
0
2
5
i
2
8
5
…
5
5

1
1
内
線
2
6
4
6
〉
、
新
潟
漿
滋

木
部
部
虜
整
備
周
建
築
住
竃
諜
（
内

線
3
3
8
2
〉
ま
で

～
1
き
■
…
｝
｝
ξ
｝
ー
達
■
ミ
5
！
多
ー
多
拳
■
謹
…
…
ξ
｝
戸
奪
i
I
尋
1
｝
一

県
民
芸
術
祭
特
別
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

公
演
を
開
催
し
ま
す
か
晒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
き

　
　
　
新
潟
県
文
化
行
政
譲
　
費
2

　
薪
潟
磁
、
教
膏
婁
翼
会
で
は
、
新
潟

漿
幾
芸
術
祭
の
｝
環
と
し
て
特
甥
公

演
を
次
の
と
お
り
実
施
し
濠
す
、
希

望
餐
は
、
往
復
は
が
き
（
一
人
一
枚
）

に
住
断
、
民
嶺
、
電
話
番
写
を
詑
入

し
て
お
購
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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多
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ξ
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明るい服襲

　　早めのライトを
　魂＞力蝿ナましょう

◆
欝
時
鐸
n
月
焉
田
（
金
）
午
後
6

時
30
分
關
開
演
◆
A
器
場
碁
六
鷺
鐙
・
又
・
化

会
館
｝
◆
出
演
琵
ミ
訟
ン
ヘ
ン
窺
内
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
◆
入
場
は
無
料
（
整
環

券
が
必
要
で
す
〉
◆
購
し
込
み
先
聾

｝
7
鰯
…
6
6
　
　
六
黛
町
志
八
｛
子
六
鷺
㎜
悶
概

六
田
町
文
化
会
館
「
県
罠
芸
術
祭
蝋

係
へ
徹
0
2
5
7
…
7
3
；
5
5
0

0
◆
問
い
禽
わ
せ
先
鋒
新
潟
県
教
育

庁
文
化
行
政
謙
文
化
係
ヘ
ハ
内
線
3

9
i
2
）翻
繍
刷

　
　
　
　
新
潟
県
商
工
会
連
合
会

　
い
い
も
の
　
い
い
味
　
い
き
い
き

賜
策
ふ
る
さ
と
市

　
第
9
醸
関
策
通
産
ブ
ロ
ツ
ク
i
都

沁
県
商
工
会
む
ら
お
こ
し
展
を
闇
催

し
ま
す
。
鱒
東
の
特
産
贔
う
ま
い
も

の
が
勢
揃
い
し
ま
す
。
お
誘
い
禽
わ

せ
の
と
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
．

PO
Q
O

踏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚
榊

◆
雲
期
諺
平
成
8
無
憩
層
2
5
鷺
釜
）

～
欝
β
（
環
〉
m
晦
～
綿
聴
◆
会
場

碁
瓢
潟
布
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
入

場
無
料
）
◆
窯
催
嚢
醐
東
通
産
ブ
ロ

ッ
ク
む
ら
お
こ
し
物
産
展
推
進
協
議

会
◆
イ
ベ
ン
ト
内
容
韓
三
都
m
県
の

す
て
き
な
ミ
ス
に
よ
る
お
圏
自
慢
、

む
ら
お
こ
し
物
産
繍
聡
ン
テ
ス
ト
、

漿
内
伝
統
警
能
披
露
な
ど

　
舜
犠

反尉材が必要な方は

　　交通妄全協会まで

粛
翻
継
煮

　
　
　
　
薪
潟
地
方
法
務
局
　
費
2

　
い
じ
め
・
体
罰
な
ど
子
供
の
人
権

闘
題
が
大
き
な
徽
会
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
の
人
権
専
門
婁
鰻

は
、
こ
う
し
た
子
ど
も
の
人
権
問
題

の
解
決
に
取
り
総
ん
で
い
ま
す
。

　
い
じ
め
や
体
罰
な
ど
で
鰯
っ
た
と

き
は
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
の
人
権
専
門
婁
轟
は
次
の

方
々
で
す
．

’2

◇
子
ど
も
の
人
権
専
門
婁
趨

。
嵐
聞
文
雄
（
購
魚
沼
郡
六
礒
鱒
〉

　
費
0
2
5
7
…
7
2
－
2
4
7
5

・
中
澤
洋
子
（
上
越
帯
中
央
〉

　
惣
0
2
5
5
－
4
3
－
4
3
呂
4

．
大
竹
マ
サ
エ
ハ
糸
魚
趨
欝
横
騎
）

　
費
0
2
5
5
－
5
2
－
2
0
6
5

　
　
（
上
越
、
魚
沼
地
域
の
み
編
職
）

◇
子
ど
も
の
人
権
王
王
0
番
（
電
議

　
相
談
ー
紙
潟
地
方
法
務
燭
人
権
擁

護
謙
内
）

費
0
2
5
…
2
2
9
－
6
1
王
o

※
子
ど
も
の
人
権
専
閥
婆
轟
の
根
談

　
籔
は
、
簿
週
水
曜
郷
の
午
欝
9
聴

　
か
ら
午
後
4
縛
ま
で
で
す
．

灘就

新
潟
県
最
低
賃
金
が

改
正
決
定
し
ま
し
た

　
　
　
牽
臼
町
労
働
基
準
監
督
署

　
こ
の
た
び
、
新
潟
駆
、
鰻
低
賃
金
を

β
額
4
、
8
β
9
円
・
時
問
額
6
癖

2
鍔
に
改
め
、
平
成
8
年
褐
月
魔
β

よ
り
効
力
を
盤
じ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
．

　
こ
の
新
潟
県
簸
低
籔
金
は
、
原
財

と
し
ダ
、
嬢
下
す
べ
て
の
労
働
餐
淀
適

鰐
さ
れ
る
も
の
で
す
。
使
絹
鷺
は
そ

の
痩
爾
す
る
労
働
春
瓢
対
し
簸
低
賃

金
額
以
烹
の
賃
金
を
交
払
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
．
詳
し
く
は
、
労
働

基
準
蟹
督
署
家
で
費
0
2
5
7
i
5

2
…
2
0
7
9

う
…
；
…
ー
ー
5
…
ー
季
手
ー
…
手
…
多
き
i
旨
…
…
ン

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
藪
す
ゆ
善
葱

に
感
諭
辮
し
上
げ
窟
す
心
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
．

▽
（
禽
）
ラ
イ
フ
ケ
ア
・
マ
ル
ヤ
マ

　
床
ず
れ
防
止
マ
ッ
ト
　
　
一
台

　
　
　
松
之
鋤
購
社
会
櫃
祉
協
議
倉

　まイi
　ちン1
参づタ

加く1
者もヌネ

募活ツー

集馬ト

　講
　座

　
「
饗
禽
・
松
之
撮
郷
し
ま
ち
づ
く

り
憐
報
ネ
ッ
ト
ワ
…
ク
機
構
で
は
、

ま
ち
づ
く
り
甥
体
を
対
象
鑓
し
た
イ

ン
タ
…
ネ
ッ
ト
講
蟹
会
を
購
縫
し
ま
す
。

◆
期
雛
彗
鐙
月
2
0
鷺
（
醸
）
午
後
1

聴
3
0
分
か
ら
◆
会
場
讐
N
T
T
十
鷺

購
支
庸
◆
内
容
麩
慮
な
ま
ち
づ
く
り

自
治
体
等
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
見
掌
な

ど
◆
受
講
料
鍾
5
0
ひ
円
◆
建
鰻
談

焉
名
（
先
蕩
順
で
締
切
り
）
◆
申
込

先
藝
電
語
ま
た
は
F
A
X
で
事
務
局

へ
謄
G
2
5
7
－
5
7
－
2
2
8
5

圓薗

閣薦

函

　
　
　
　
　
　
圏
函
団

蕃
意
に
感
謝
し
ま
す
｝

ヂ
ー
…
…
ー
ー
、
ー
ー
ー
き
し

　
こ
の
た
び
、
松
之
撫
町
歓
会
禰
祉

協
議
会
へ
編
祉
雛
興
が
審
贈
さ
れ
濠

し
た
ロ
購
内
の
筏
塞
禰
祉
の
た
め
に

ジv蜘爽

認屡
’

！
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轟
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●

　
　
～

　
　
噂

　
　
膚

　
　
　
礎

　
　
、
り

　
　
　
（

　
　
　
喫

誘
響
ん
姦
ち

・
憂
讐

に
禽
捌
言
｝

！

《
、
、
シ
呼
ザ

　
こ
の
瀞
ー
ナ
ー
で
伺
懸
か
楓
之
山

の
自
然
の
豊
か
さ
を
灘
い
た
．

　
松
之
山
に
住
ん
で
い
れ
ば
箆
な
れ

た
風
漿
で
し
か
な
い
が
、
自
然
が
少

な
い
都
会
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
薪

鮮
に
映
る
ら
し
い
。

　
頻
繁
盗
海
外
旅
行
を
す
る
人
が
松

之
山
の
風
禦
を
箆
て
、
北
欧
や
ス
イ

ス
に
似
て
い
る
と
欝
っ
て
い
た
．

　
解
窟
躍
燈
竃
や
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
紅
楊
一
載

さ
れ
て
い
る
ヨ
ー
慕
ッ
パ
の
風
景
は

葵
し
く
、
と
て
も
松
之
慮
が
似
て
い

る
と
は
思
え
な
い
。

　
し
か
し
、
購
内
の
ど
こ
で
も
見
ら

れ
る
ブ
ナ
や
杉
の
林
、
幾
伺
掌
模
様

の
槻
鐵
、
歴
史
と
嵐
土
を
感
じ
さ
せ

る
茅
蓬
き
罠
家
、
こ
れ
ら
を
灘
…
欝

ッ
パ
の
針
葉
樹
林
、
小
麦
や
プ
ド
ウ

畑
、
中
盤
を
連
想
さ
せ
る
街
戴
み
に

置
き
換
え
れ
ば
な
ん
と
な
く
惣
像
で

き
る
。

　
遡
…
鷺
ッ
パ
の
文
化
は
齋
く
て
も

輿
い
も
の
は
保
葎
し
、
少
し
不
使
で

も
欝
然
保
護
に
つ
な
が
る
の
で
あ
れ

ば
人
々
は
我
慢
す
る
。

　
そ
れ
ど
こ
ろ
か
貴
璽
な
自
然
を
保

護
す
る
た
め
に
厳
重
な
土
地
利
爾
が

業
継
謹
繋
観

賛o．30

な
さ
れ
、
臓
本
の
よ
う
な
磁
喰
い
状

懇
の
器
発
は
行
わ
れ
な
い
．

　
戦
後
の
礒
ポ
は
あ
ま
り
硫
も
欧
米

文
化
を
模
倣
し
す
ぎ
、
古
き
良
き
撰

本
の
文
化
を
減
退
さ
せ
て
き
た
．

　
こ
の
こ
と
は
独
趨
の
文
化
を
持
っ

て
い
た
地
方
に
も
影
響
し
、
ど
こ
に

行
っ
て
も
岡
じ
よ
う
な
も
の
し
か
騒

に
入
ら
な
く
な
っ
た
。

　
鰻
本
の
漂
風
蟹
と
も
い
え
る
禦
観

を
残
す
の
は
大
変
だ
が
、
来
た
る
べ

き
飢
惟
紀
は
は
こ
の
簸
観
が
松
之
撫

で
一
番
穀
襲
な
財
産
と
な
る
だ
ろ
う
．

　
　
　
　
　
　
東
窟
箏
務
勝
　
佐
藤

」3
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上
級
救
命
講
習
に
　
鎗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

参
加
し
ま
せ
ん
か
　
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
松
之
山
分
遣
所
　
欝

　
蔭
急
手
当
法
を
習
轡
し
、
積
極
的

に
賃
献
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

了
蕎
に
は
、
上
級
救
命
講
翌
終
了
証

を
交
付
し
ま
す
．

◆
内
容
藝
心
肺
蘇
焦
法
や
蕉
漉
法
、

翻
子
則
定
法
等
の
翌
得
◆
期
類
舞
平

成
8
奪
H
月
翁
段
璽
）
◆
購
間
葵

8
時
3
倉
分
～
η
欝
3
0
分
（
醗
8
聴
闘
）

◆
場
勝
嚢
上
越
市
北
城
町
　
上
越
消

隣
本
部
3
F
講
堂
◆
定
翼
嚢
3
0
名
（
筒

校
生
以
上
を
対
象
に
購
し
込
み
願
と

し
ま
す
が
、
普
通
救
命
講
饗
終
了
暫

を
優
先
）
◆
参
瀦
費
建
テ
キ
ス
ト
代

70

円
◆
受
付
鋒
平
成
8
銀
鶏
月
21
顯

　
（
月
）
～
憩
月
2
5
鶏
く
金
）
ま
で

◆
傘
し
込
み
先
雛
松
之
山
分
遣
漸
へ

電
話
で
纈
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

県
農
業
大
学
校
の
　
嗣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
襯
斜

学
生
募
集
し
ま
す
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
4
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ア

　
　
　
新
潟
県
農
業
大
学
校
　
劔

　
獅
潟
県
農
業
大
掌
校
は
平
成
9
年

度
の
学
生
を
次
に
ょ
り
灘
集
し
ま
す
。

◆
募
集
人
興
巽
縮
作
経
営
科
尋
o
人
穰

痩
、
粥
警
経
営
科
3
0
人
樫
度
■
、
、
欝
産

経
騒
科
m
人
程
度
◆
修
業
隼
限
馨
2

年
◆
応
募
資
格
鐸
高
等
掌
校
卒
業
轡

　
（
平
成
曾
年
3
月
騨
業
冤
込
み
嘉
含

む
）
ま
た
は
こ
れ
と
岡
等
以
上
の
学

力
が
あ
り
、
お
お
む
ね
2
5
歳
以
下
の

轡
◆
願
鐡
の
受
付
鐸
推
薦
入
校
は
平

成
8
年
憩
月
欝
欝
～
m
鰐
綴
鷺
ま
で
、

一
般
入
校
は
平
成
8
葎
捻
月
絡
薄
～

捻
月
2
6
欝
ま
で
◆
募
集
の
問
い
合
わ

せ
先
蓑
新
潟
県
農
業
大
学
校
　
干
鰯

薦
蒲
源
郡
巻
鱒
大
掌
巻
甲
王
2
0
0
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導
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ー
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ξ
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県
福
祉
の
ま
ち
づ
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

く
り
条
例
が
施
行
卜
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
鑑
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ま

　
　
　
新
潟
県
福
祉
保
健
部
　
費
2

　
萩
潟
漿
構
祉
の
家
ち
づ
く
り
条
例

が
鋤
月
至
鑓
に
施
背
さ
れ
ま
し
た
．

　
．
」
の
条
例
は
病
院
、
　
ス
ー
パ
…
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
飲
食
店
な
ど
不
特
建
多

数
の
ひ
と
が
餓
入
り
す
る
公
比
酌
施

設
を
お
葎
寄
り
や
障
獣
を
持
つ
方
が

利
用
し
や
す
い
よ
う
に
墜
備
す
る
こ

と
を
躍
指
す
も
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
公
共
的
施
設
で
…
足

幾
模
以
上
の
も
の
を
親
設
等
す
る
場

ム
遥
は
嚢
前
協
議
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
条
働
の
対
象
施
設
の
偽
扁

①
集
会
場
ま
た
は
　
蕉
．
、
堂
②
ホ
テ
ル

ま
た
は
旅
館
③
飲
食
店
④
理
容
勝
ま

た
は
美
容
所
な
ど
（
施
設
に
よ
り
用

途
薦
積
の
鰯
限
が
あ
り
）

　
粥
筋
協
議
の
窓
臼
は
役
場
撫
当
諜

で
す
．
詳
し
く
は
、
松
之
鋤
購
役
場

　
　
　
（
慨
6
…
3
1
3
1
内
線
3
5
）

ま
た
は
新
潟
緊
懲
祖
保
健
部
障
轡
禰

祉
繰
（
倣
0
2
5
i
2
8
5
…
5
5

1
1
内
線
2
6
4
6
〉
、
新
潟
漿
滋

木
部
部
虜
整
備
周
建
築
住
竃
諜
（
内

線
3
3
8
2
〉
ま
で
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術
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特
別
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き

公
演
を
開
催
し
ま
す
か
晒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
き

　
　
　
新
潟
県
文
化
行
政
譲
　
費
2

　
薪
潟
磁
、
教
膏
婁
翼
会
で
は
、
新
潟

漿
幾
芸
術
祭
の
｝
環
と
し
て
特
甥
公

演
を
次
の
と
お
り
実
施
し
濠
す
、
希

望
餐
は
、
往
復
は
が
き
（
一
人
一
枚
）

に
住
断
、
民
嶺
、
電
話
番
写
を
詑
入

し
て
お
購
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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明るい服襲

　　早めのライトを
　魂＞力蝿ナましょう

◆
欝
時
鐸
n
月
焉
田
（
金
）
午
後
6

時
30
分
關
開
演
◆
A
器
場
碁
六
鷺
鐙
・
又
・
化

会
館
｝
◆
出
演
琵
ミ
訟
ン
ヘ
ン
窺
内
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
◆
入
場
は
無
料
（
整
環

券
が
必
要
で
す
〉
◆
購
し
込
み
先
聾

｝
7
鰯
…
6
6
　
　
六
黛
町
志
八
｛
子
六
鷺
㎜
悶
概

六
田
町
文
化
会
館
「
県
罠
芸
術
祭
蝋

係
へ
徹
0
2
5
7
…
7
3
；
5
5
0

0
◆
問
い
禽
わ
せ
先
鋒
新
潟
県
教
育

庁
文
化
行
政
謙
文
化
係
ヘ
ハ
内
線
3

9
i
2
）翻
繍
刷

　
　
　
　
新
潟
県
商
工
会
連
合
会

　
い
い
も
の
　
い
い
味
　
い
き
い
き

賜
策
ふ
る
さ
と
市

　
第
9
醸
関
策
通
産
ブ
ロ
ツ
ク
i
都

沁
県
商
工
会
む
ら
お
こ
し
展
を
闇
催

し
ま
す
。
鱒
東
の
特
産
贔
う
ま
い
も

の
が
勢
揃
い
し
ま
す
。
お
誘
い
禽
わ

せ
の
と
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
．

PO
Q
O

踏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚
榊

◆
雲
期
諺
平
成
8
無
憩
層
2
5
鷺
釜
）

～
欝
β
（
環
〉
m
晦
～
綿
聴
◆
会
場

碁
瓢
潟
布
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
入

場
無
料
）
◆
窯
催
嚢
醐
東
通
産
ブ
ロ

ッ
ク
む
ら
お
こ
し
物
産
展
推
進
協
議

会
◆
イ
ベ
ン
ト
内
容
韓
三
都
m
県
の

す
て
き
な
ミ
ス
に
よ
る
お
圏
自
慢
、

む
ら
お
こ
し
物
産
繍
聡
ン
テ
ス
ト
、

漿
内
伝
統
警
能
披
露
な
ど

　
舜
犠

反尉材が必要な方は

　　交通妄全協会まで

粛
翻
継
煮

　
　
　
　
薪
潟
地
方
法
務
局
　
費
2

　
い
じ
め
・
体
罰
な
ど
子
供
の
人
権

闘
題
が
大
き
な
徽
会
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
の
人
権
専
門
婁
鰻

は
、
こ
う
し
た
子
ど
も
の
人
権
問
題

の
解
決
に
取
り
総
ん
で
い
ま
す
。

　
い
じ
め
や
体
罰
な
ど
で
鰯
っ
た
と

き
は
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
の
人
権
専
門
婁
轟
は
次
の

方
々
で
す
．

’2

◇
子
ど
も
の
人
権
専
門
婁
趨

。
嵐
聞
文
雄
（
購
魚
沼
郡
六
礒
鱒
〉

　
費
0
2
5
7
…
7
2
－
2
4
7
5

・
中
澤
洋
子
（
上
越
帯
中
央
〉

　
惣
0
2
5
5
－
4
3
－
4
3
呂
4

．
大
竹
マ
サ
エ
ハ
糸
魚
趨
欝
横
騎
）

　
費
0
2
5
5
－
5
2
－
2
0
6
5

　
　
（
上
越
、
魚
沼
地
域
の
み
編
職
）

◇
子
ど
も
の
人
権
王
王
0
番
（
電
議

　
相
談
ー
紙
潟
地
方
法
務
燭
人
権
擁

護
謙
内
）

費
0
2
5
…
2
2
9
－
6
1
王
o

※
子
ど
も
の
人
権
専
閥
婆
轟
の
根
談

　
籔
は
、
簿
週
水
曜
郷
の
午
欝
9
聴

　
か
ら
午
後
4
縛
ま
で
で
す
．

灘就

新
潟
県
最
低
賃
金
が

改
正
決
定
し
ま
し
た

　
　
　
牽
臼
町
労
働
基
準
監
督
署

　
こ
の
た
び
、
新
潟
駆
、
鰻
低
賃
金
を

β
額
4
、
8
β
9
円
・
時
問
額
6
癖

2
鍔
に
改
め
、
平
成
8
年
褐
月
魔
β

よ
り
効
力
を
盤
じ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
．

　
こ
の
新
潟
県
簸
低
籔
金
は
、
原
財

と
し
ダ
、
嬢
下
す
べ
て
の
労
働
餐
淀
適

鰐
さ
れ
る
も
の
で
す
。
使
絹
鷺
は
そ

の
痩
爾
す
る
労
働
春
瓢
対
し
簸
低
賃

金
額
以
烹
の
賃
金
を
交
払
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
．
詳
し
く
は
、
労
働

基
準
蟹
督
署
家
で
費
0
2
5
7
i
5

2
…
2
0
7
9

う
…
；
…
ー
ー
5
…
ー
季
手
ー
…
手
…
多
き
i
旨
…
…
ン

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
藪
す
ゆ
善
葱

に
感
諭
辮
し
上
げ
窟
す
心
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
．

▽
（
禽
）
ラ
イ
フ
ケ
ア
・
マ
ル
ヤ
マ

　
床
ず
れ
防
止
マ
ッ
ト
　
　
一
台

　
　
　
松
之
鋤
購
社
会
櫃
祉
協
議
倉

　まイi
　ちン1
参づタ

加く1
者もヌネ

募活ツー

集馬ト

　講
　座

　
「
饗
禽
・
松
之
撮
郷
し
ま
ち
づ
く

り
憐
報
ネ
ッ
ト
ワ
…
ク
機
構
で
は
、

ま
ち
づ
く
り
甥
体
を
対
象
鑓
し
た
イ

ン
タ
…
ネ
ッ
ト
講
蟹
会
を
購
縫
し
ま
す
。

◆
期
雛
彗
鐙
月
2
0
鷺
（
醸
）
午
後
1

聴
3
0
分
か
ら
◆
会
場
讐
N
T
T
十
鷺

購
支
庸
◆
内
容
麩
慮
な
ま
ち
づ
く
り

自
治
体
等
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
見
掌
な

ど
◆
受
講
料
鍾
5
0
ひ
円
◆
建
鰻
談

焉
名
（
先
蕩
順
で
締
切
り
）
◆
申
込

先
藝
電
語
ま
た
は
F
A
X
で
事
務
局

へ
謄
G
2
5
7
－
5
7
－
2
2
8
5

圓薗

閣薦

函

　
　
　
　
　
　
圏
函
団

蕃
意
に
感
謝
し
ま
す
｝

ヂ
ー
…
…
ー
ー
、
ー
ー
ー
き
し

　
こ
の
た
び
、
松
之
撫
町
歓
会
禰
祉

協
議
会
へ
編
祉
雛
興
が
審
贈
さ
れ
濠

し
た
ロ
購
内
の
筏
塞
禰
祉
の
た
め
に

ジv蜘爽

認屡
’

！
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轟
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●

　
　
～

　
　
噂

　
　
膚

　
　
　
礎

　
　
、
り

　
　
　
（

　
　
　
喫

誘
響
ん
姦
ち

・
憂
讐

に
禽
捌
言
｝

！

《
、
、
シ
呼
ザ

　
こ
の
瀞
ー
ナ
ー
で
伺
懸
か
楓
之
山

の
自
然
の
豊
か
さ
を
灘
い
た
．

　
松
之
山
に
住
ん
で
い
れ
ば
箆
な
れ

た
風
漿
で
し
か
な
い
が
、
自
然
が
少

な
い
都
会
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
薪

鮮
に
映
る
ら
し
い
。

　
頻
繁
盗
海
外
旅
行
を
す
る
人
が
松

之
山
の
風
禦
を
箆
て
、
北
欧
や
ス
イ

ス
に
似
て
い
る
と
欝
っ
て
い
た
．

　
解
窟
躍
燈
竃
や
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
紅
楊
一
載

さ
れ
て
い
る
ヨ
ー
慕
ッ
パ
の
風
景
は

葵
し
く
、
と
て
も
松
之
慮
が
似
て
い

る
と
は
思
え
な
い
。

　
し
か
し
、
購
内
の
ど
こ
で
も
見
ら

れ
る
ブ
ナ
や
杉
の
林
、
幾
伺
掌
模
様

の
槻
鐵
、
歴
史
と
嵐
土
を
感
じ
さ
せ

る
茅
蓬
き
罠
家
、
こ
れ
ら
を
灘
…
欝

ッ
パ
の
針
葉
樹
林
、
小
麦
や
プ
ド
ウ

畑
、
中
盤
を
連
想
さ
せ
る
街
戴
み
に

置
き
換
え
れ
ば
な
ん
と
な
く
惣
像
で

き
る
。

　
遡
…
鷺
ッ
パ
の
文
化
は
齋
く
て
も

輿
い
も
の
は
保
葎
し
、
少
し
不
使
で

も
欝
然
保
護
に
つ
な
が
る
の
で
あ
れ

ば
人
々
は
我
慢
す
る
。

　
そ
れ
ど
こ
ろ
か
貴
璽
な
自
然
を
保

護
す
る
た
め
に
厳
重
な
土
地
利
爾
が

業
継
謹
繋
観

賛o．30

な
さ
れ
、
臓
本
の
よ
う
な
磁
喰
い
状

懇
の
器
発
は
行
わ
れ
な
い
．

　
戦
後
の
礒
ポ
は
あ
ま
り
硫
も
欧
米

文
化
を
模
倣
し
す
ぎ
、
古
き
良
き
撰

本
の
文
化
を
減
退
さ
せ
て
き
た
．

　
こ
の
こ
と
は
独
趨
の
文
化
を
持
っ

て
い
た
地
方
に
も
影
響
し
、
ど
こ
に

行
っ
て
も
岡
じ
よ
う
な
も
の
し
か
騒

に
入
ら
な
く
な
っ
た
。

　
鰻
本
の
漂
風
蟹
と
も
い
え
る
禦
観

を
残
す
の
は
大
変
だ
が
、
来
た
る
べ

き
飢
惟
紀
は
は
こ
の
簸
観
が
松
之
撫

で
一
番
穀
襲
な
財
産
と
な
る
だ
ろ
う
．

　
　
　
　
　
　
東
窟
箏
務
勝
　
佐
藤

」3
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　　　　　　　　　もち
つきたてのお餅はおいしいね
今月号の主な内容　　　　　　　憩月2鰻・松之山保育所でf餅つき」

収穫の喜ぴ一農業祭、華麗な舞踊一芸能祭…2

衆議院議員総選挙・県蝿事選挙の結果………4

わだい・フォト／穏刈り体験ツアー一　　◆・6

みんなの広場／郡展の入賞作品紹介………・8

お簿らせ／税金教室、女性の健康相談会……12

が行われ、近所のおじいちゃん3人が応

援に駆けつけ圏兇と一緒槻餅つきを行い

ました。お餅：はさっそく全員でいただき

ましたが、つきたてのおいしいお餅に園

見たちは何度もおかわりしていました。

釧難，、，

圃圏回圃
窃超》罎麗《麟鰹》

奉認ちゃん　橿原　諭・千津さん

　　　　　小谷（干場）

お《糟灘《罵電》

樋ロトリさん騒歳

　　　　　湯　山／大圏屋〉

高橋幸吉さん　75歳

　　　　　天水鶏（金田屋）

※9月i弩から30鶏までの騒串分です，

※広報に載せてほしくない方は、煽鎚のとき

に窓1コにお譲ください。

町の動き
　　　　　　　王o月王鷲環姦

総人驚3，465人（一2〉

　男王，680人（一2〉

　女ま，785入（の
撹帯数王，絡2戸（一玉）

　　　　（　）内は蔚月との姥較

温泉定休8
塗｝ 1温泉センター碑の湯

徳月
”　　24 15

　　3璽

”月
肇4

28％
砿

・醸

ぽくの絵わたしの絵 浦田保育駈

、
、
徽
　

！

　
／
　
〆

．
w
　

〆

　
、
、
、
嵐

　
駄

も
　
　
　
ヤ

灘
＼イ
蔑
「
　

解

　　ぽくのおばあちゃん

おばあちゃんが柿をたべているところ

ぽくはこべていないの

〈うさぎ組〉
つましめゑまだ　を

妻嶋真樹くん

（湯之鳥・準八）

鴇

〈うさぎ組〉

つましおあホひろ

婁嶋箪：弘くん

（鑓変立・向〉

じぎF鐘

　、
　’ンt＼

　　＼騙！

縫
　
　
ヒ
？
ノ
一

翻

ぼくのおじいちゃんとおばあちゃん

　おじいちゃんとおばあちゃんが2人で

ねているところ

　　　　　　　　　　　2姻　　9月定例議会（25iヨまで）

　　　　　　　　　　　沁月”費～”月紛段の予定

　　　　　　　　　　　興田　成分献斑（役場）

　　　　　　　　　　　焉類　リハビリ教室
9月のできごと　　　　　　　娼矯　郡美徳展（～20・松代町〉

2購　罠盈婁爵金　　　　　　　26欝　時美衛展（～28〉

鉛臼　総務戻生委轟会　　　　　27ε1第三5回農業祭・芸能祭

玉1臼　経済建設婁員会　　　　　　3矯　東規小学校闘校記念式

王7iヨ　農業婁員会総会　　　　　　7翰　犬・猫の引取り　く役場）

　　議会運営委員会　　　　　　8iヨ　乳幼兇鹸科横診

21目　秋の交通安全運動（～30）　9欝　秋の火災予防運動（～15／

　
「
わ
だ
い
篇
の
雛
ー
ナ
ー
で
栗
の

議
題
を
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
子
供

の
こ
ろ
は
畢
朝
の
薄
暗
い
こ
ろ
か
ら

粟
拾
い
¢
出
か
け
た
こ
と
を
思
い
繍

し
豪
す
。
ポ
ケ
ッ
ト
い
っ
ぱ
い
に
、
粟

を
拾
う
と
嬢
し
く
て
、
嬉
し
く
て
。

嵐
が
強
い
賦
は
、
夜
中
で
も
懐
中
電

灯
を
手
に
夢
中
で
栗
の
木
の
下
へ
走

っ
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
ま
だ
早

い
人
が
い
て
悔
し
か
っ
た
。
▼
捻
っ

た
栗
は
生
で
食
べ
た
り
し
ま
し
た
。

栗
の
コ
リ
コ
リ
と
し
た
鰻
ご
た
え
と

甘
み
は
最
高
で
し
た
。
難
で
た
り
、

焼
い
た
栗
も
う
ま
奪
た
．
そ
し
て
、

あ
の
粟
の
シ
ブ
昧
も
ま
た
懐
か
し
い
！

編
集
室
か
ら
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